
クラス図

モジュール構成の編集

ファイル・ディレクトリ関連 時間関連

その他、共通

ThisWorkbook

ーWorkbook_Open()
ーWorkbook_BeforeClose(Boolean)

コマンドバーコントローラー
ーボタンが挿入されているか
ーボタン
ーボタンを挿入()
ーボタンを削除()

≪Boundary≫
一括インポート画面

ー対象プロジェクト
ーインポート対象ファイル名:String[*]
＋対象プロジェクトの設定()
ー画面の日本語化()
ー対象フォルダの選択()
ーインポート対象ファイル名の選択()
ーインポート()

≪Boundary≫
一括エクスポート画面

ー対象プロジェクト
ーエクスポート対象モジュール
名:String[*]
＋対象プロジェクトの設定（プロジェク
ト）
ー画面の日本語化()
ーエクスポート先フォルダ名の選択()
ーエクスポートするモジュール名の選択()
ーエクスポート()

≪utility≫
時刻

＋ミリ秒までの現在時刻の取得()

≪Boundary≫
プロジェクトの編集ボタン

ープロジェクトの編集ボタン：コマンドバーボタン
ーボタンが追加済みかどうか
ーコマンドバーイベント
ーコントローラー
ークリック()
＋ボタン追加(ボタンを貼付けるコマンドバー,場所)
＋ボタン削除()

≪Boundary≫
メニュー画面

ー対象プロジェクト
インスタンスの初期化（対象プロジェクト）

≪Boundary≫
一括削除画面

ー対象プロジェクト
ー削除対象モジュール名:String[*]
＋対象プロジェクトの設定（プロジェクト）
ー画面の日本語化()
ー削除対象モジュール名の選択()
ー削除()

フィールドに「対象プロジェクト」がある理由：

UserFormが表示されると、
Application.VBE.ActiveVBProjectが
「EVC」プロジェクト
になってしまうため。

ソート済みコレクション
ーkey
ーコレクション
＋コレクション数
＋アイテムを追加する(アイテム,キー:String)
＋アイテムを削除する(キーor番号)
＋アイテムを取得する(キーor番号)：Variant
＋キー名一覧を取得する()：Collection
＋アイテム一覧を取得する()：Collection

モジュール構成の編集
ー対象プロジェクト
＋ログ:String[*]{ReadOnly}
＋処理時間:Double{ReadOnly}
＋対象プロジェクトの設定(VBProject)
＋一括インポート(フォルダ名,ファイル名リスト:String[*])
＋一括エクスポート(フォルダ名,モジュール名リスト:String[*])
＋一括削除(モジュール名リスト:String[*])

プロテクトされているかチェックする。

≪utilty≫
utlEPJVBComponent

＋エクスポートするときのデフォルトファイル名の取得
(VBCopmonent):String
＋エクスポートするときの拡張子の取得(VBCopmonent):String
＋エクスポートされたファイルかチェックする（ファイル名)：Boolean
＋エクスポートファイルの改行コードの変更()

ファイル
ーディレクトリ名
ーファイルの名前
＋/Type:String
＋/Creator:String
＋ディレクトリ名とファイル名からのインス
タンスの初期化(ディレクトリ名,ファイル名)
＋フル名の取得()：String
＋存在チェック():Boolean
＋読み取り専用かチェック():Boolean

≪Boundary≫
アイテムの選択画面

＋表示アイテム:String[*]
＋タイトル:String
＋説明文:String
+表示アイテムの設定(:String[*])
＋画面の表示
＋選択したアイテムの取得
＋パターンに一致するものを選択
＋すべて選択
＋すべて選択解除

≪utility≫
文字列処理

＋バイト数の算出(文字列):Long

フォルダ
ーディレクトリ名
＋フォルダを選択させる():Variant
＋インスタンスの初期化(ディレクトリ名)
＋存在チェック():Boolean
＋フォルダウィンドウを開く()
＋フォルダ配下のすべてのファイルの名前を
取得():String[*]


